
平成 30 年度 第 4 回 静岡県作業療法士会理事会 議事録 

 

１．開催日時 平成 30 年 10 月 14 日 午後 1 時 31 分〜4 時 56 分 

 

２．開催場所 公益社団法人 静岡県作業療法士会事務局（静岡市葵区昭和町 9-5 第二大石ビル 8F） 

 

３．出席者 

   理事総数 15 名 

   出席理事 12 名 

   代表理事 秋山恭延（議長） 

   理  事 梶原 幸信  三井 忍  岩井 幸治  村岡 健史  建木 健  岡本 博行  

齊藤 洋平  大庭 俊裕 岡庭 隆門  勝又 和也  稲葉 洋介 

   監  事 遠藤 浩之 

   顧  問 熊谷 範夫 

 

４．決議事項 

   第１号議案 部局再編成の件（継続審議） 

   第２号議案 平成 31 年度予算案について 

   第３号議案 特別支援教育 WG の件 

   第 4 号議案 外部団体からの委員、会議、式典出席の依頼について（事務局） 

第 5 号議案 その他（各部局からの決議事項） 

 

５．報告事項 

 

６．開会 

   事務局が定数を満たしていることを報告し、議長は本会が成立していることを宣言した。 

 

７．議事の経過要領及びその結果（決議事項） 

   第１号議案 部局再編成の件（継続審議） 

・事業部と地域活動推進部の統合：名称を地域事業部で承認 

         ・学術部：学会の参画、会計、WG の廃止（渉外部の企画調整部）⇒承認 

   第２号議案 平成 31 年度予算案について 

         未納者分 150 万円程度あり予算が立てづらい。 

各部来年度の事業計画・予算を 12 月までに提出、2 月に検討 

   第３号議案 特別支援教育 WG の件 

事業を却下した経緯があるため会場キャンセル料は県士会から支出なし⇒承認 

   第 4 号議案 外部団体からの委員、会議、式典出席の依頼について（事務局） 

         ・東海北陸リーダー育成研修会出席者の推薦 ⇒各部来週中に返答できるよう人選 

・東海北陸学会座長の件：伊藤氏（聖隷クリストファー）他 2 名 ⇒ 承認 

・浜松市障害支援区分審査会委員の推薦 ⇒ 吉倉氏、建木氏へ確認 

・ボッチャ大会（あしたか杯）ボランティア募集（東部地区） 

・障害者サッカーフェスティバル（中部地区） 

その他（各部局からの決議事項） 

    １）OT 協会より、災害対策に関するアンケート調査（災害対策委員会）：村岡理事返答 

    ２）事務局員岩科氏退職(10 月 12 日付)。後任を検討するが、各部会計処理など確実に。 

    ３）連盟活動報告：①8 月上旬県庁にてリハ議連へ精神科、認知症に関する要望を提出。 

             ②10 月 22 日（月）議連と取りまとめの打合せ（熊谷、秋山出席） 

             ③田中昌史氏の政治活動の支援の件 

来年度の参院選に立候補予定、OT 協会・日本 OT 連盟は支援する 

10 月 26 日決起集会 

    ４）総会：研修会と抱き合わせて連盟の総会と県士会の総会を実施予定  

日程：6/15（午後）、会場：あざれあ大ホール、内容：県士会総会、連盟総会、研修会 

    ５）映画の製作：製作に OT 協会が後援。賛助金として県士会（広報部）から支出を検討。 

 



    ６）各部局からの決議事項 

     ①事務局：・岩科氏退職に伴う対応を小田巻氏へ相談し検討 ⇒ 承認 

          ・県士会活動における交通費支給は①3 ヶ月程度のまとめ払い、②3,000 円以上

の支払予定は振り込み可、③2km 未満は無料とする案 ⇒承認（段階的に運用） 

          ・規約検討委員会と企画調整会議の定例化：理事会のない月に開催（11 月 11 日） 

          ・特定資産準備資金：予算案と同時提出 

     ②事業部：事業（地域交流祭り、ふれあい広場）参画したい ⇒ 承認 

          沼津福祉祭りの協賛金（広告費として）について、PT・ST との足並みは如何か。 

     ③広報部：・一般向け広報誌の内容について、自助具が良いが内容は検討が必要。 

・ホームページ：会員個人の管理は煩雑で限界。来年度からワードプレス。 

        現在の XOOPS 機能の代案について（3 つ）承認 

     ④表彰委員会：杉浦地域医療振興賞募集について応募検討してはどうか 

            ⇒ 精神障害者フットサル担当者へ相談し協議 

     ⑤地域活動推進部：・認知症 WG の次年度の研修会予定 ⇒ 今年度の実績にて判断 

     WG から SIG への移行は学術部として未検討。５SIG を学術部で管理

していくとの方針であったが、学会支援と SIG の運営については困難

（三井）。認知症やモビリティについて担当部局設ける必要がある。

11 月の企画調整会議にて検討 ⇒ 継続審議 

     ⑥教育部：来年度新人オリエンテーションの日程：4 月 21 日（日）グランシップで決定 

 

８．報告事項 

報告第１号 第 31 回静岡県作業療法学会：特になし 

報告第２号 第 19 回東海北陸作業療法学会 

      11月 7日実行委員会開催し広報活動検討、第 18回東海北陸学会終了後HPアップ。 

報告第３号 第 33 回静岡県作業療法学会：東部地区役員選出について今月中に検討 

報告第４号 各部報告（職務執行状況の報告） 

 １）学術部：①各 SIG 研修会開催予定。 

       ②非会員の場合の研修会参加費：・協会員であれば他県 OT は県士会員と同額 

                      ・他職種は県士会員と同額 

                      ・未納入者は非会員として 1.5 倍 

 ２）渉外部：47 委員会の報告（パイロット事業、キッザニアの紹介、来年度の予定等） 

       介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会の報告（次回 11 月 4 日） 

       フォーラムの回覧（HP への掲載） 

 ３）福利部：静岡リーダー研修会の一般参加者 6 名。 

 ４）制度対策部：疑義解釈（その８）や Q&A（その６）発出 

         医師の勤務負担軽減に関する議論の話題が目立っている 

 ５）地域活動推進部：精神科 WG： 11 月 10 日地域医療機能推進機構の助成を受けた研修 

           認知症 WG：学術部より石切山氏が入る 

           特別支援教育 WG：12 月の研修について秋山会長より伊井理事へ確認 

           モビリティ：検討会議を 10 月 19 日に開催予定 

           生活行為工夫情報モデル事業 WG：12 月へ第 2 回連絡会を予定 

 ６）三団体協議会：地域包括ケア・介護予防推進リーダー導入研修は県からの助成が終わり、

三団体の支出で今後は地域リハ推進員養成研修会を開催予定。 

 ７）教育部：臨床実習指導者研修会について講師は教育部員に限らず依頼する。 

       MTDLP について指導者 2 名増えた。事例発表者までは増えていかない。 

       事例報告会の中止が相次いでいる（発表者が少ない）。病院内の制限（倫理委員

会の許可など）が原因の施設もある。 

 ８）災害対策委員会：静岡リハ研修会（12 月 1 日午後）、JRAT 協力施設アンケート回収中 

           アンケート趣旨は賛同（実績）を得ていきたい。 

 

９．第 5 回理事会：12 月 22 日 ※拡大理事会、忘年会 

 

 

 



平成 30 年度理事会開催予定日および開催日 

 開催日・候補日 備 考 主な行事 

第 1 回 4 月 15 日（日） 新人ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時  

第 2 回 6 月 30 日 拡大理事会  

第 3 回 8 月 25 日 納涼会  

第 4 回 10 月 14 日（日）   

第 5 回 12 月 22 日（土） 拡大理事会、忘年会 1 日災害研修会 

第 6 回 2 月 9 日、16 日、23 日  2～3 日（47 委員会） 

臨時理事会 3 月 23 日（土）or  24 日（日） 年度末の会計〆  

 

９．議長は以上をもって議事は終了した旨を述べ、午後 16 時 56 分、閉会を宣言した。 

  以上の決議を証するために、この議事録を作成し、議事録署名人が署名・押印をする。 

 

                             議事録作成者 武内元 

 

 


